
口腔機能低下に関するハイリスク高齢者を対象とした歯科受診勧奨について 

（令和５年度 実施内容の報告） 
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１ 概要 

 

口腔機能低下は、フレイル、要介護状態のリスクを高めることが示されている。 

口腔機能低下に関するリスクが高いにもかかわらず歯科受診歴のない後期高齢者を歯科

受診につなげることで、歯科医師による適切な評価・介入を受け、口腔機能低下防止を図り、

フレイルを予防することを目的に歯科受診勧奨を行った。 

 

２ 対象者 

 

（１）令和４年度後期高齢者健康診査受診者から３２８人 

（２）令和４年度後期高齢者歯科健診受診者から ４２人 合計３７０人 

抽出条件は図１のとおり 

 

３ 実施方法 

 

（１）KDB と福岡県後期高齢者医療広域連合から提供を受けた歯科健診データを使い、対象 

者を抽出する（令和５年７月に抽出）。 

（２）対象者へ歯科受診勧奨チラシを郵送し、歯科受診勧奨を行う（令和５年９月末に郵 

送）。 

（３）チラシの郵送後約２週間後から順次、電話番号を把握している歯科健診受診者から 

抽出した対象者には電話で歯科受診勧奨を行う。 

（４）KDB を使い、歯科受診勧奨後から令和６年３月末までの歯科受診状況を確認する。 

 

 

 

 

 

 

令和４年度の実施内容からの変更点 

・チラシの内容を見直した。 

・電話番号を把握している対象者にはチラシの郵送後、電話にて個別に歯科受診勧奨を行う。 
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４ 結果と今後の方向性 

 

受診勧奨以降の歯科受診者の割合は前年度に比較して増加した。 

 

また、チラシの郵送のみで受診勧奨を行った対象者と電話でも受診勧奨を行った対象者と

では、受診勧奨効果に大きな違いはなかった。 

 

これらの結果を踏まえた今後の方向性として、チラシの内容をさらに精査し、チラシの郵

送による受診勧奨を継続する。 

 

図１ 令和５年度の実施結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※受診勧奨効果：対象者数からタイムラグにより受診勧奨前に受診済みだった人数を除いた人数に対して、受診勧奨後に受診した者の割合 

 

後期高齢者の質問票④：半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか ※さきいか、たくあんなど 
後期高齢者の質問票⑤：お茶や汁物等でむせることがありますか 

 

 

 

 

 



５ 参考 

 

図２ 令和４年度の実施結果 
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